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～2015年)｣ ｢CiNii｣ を用いて､ ｢パートナーシッ
プ｣ ｢家族｣､ ｢パートナーシップ｣ ｢概念｣ をキー
ワードに検索し､ 191件が抽出された｡ 海外の
文献については､ ｢Cinahl(1981年～2015年)｣
｢Medline｣ を用いて､ ｢partnership｣ ｢family/
spouse/partner｣ ｢cancer｣ 及び ｢partnership｣





























































摘している｡ また､ 宗像16)は､ 夫婦の関係のみ






る｡ そして､ パートナーシップを ｢対等な協働
関係｣ と定義し､ さらに､ お互いがその情緒的
な関係や手段的な関係の葛藤が生じても､ 現実
的に解決する方法を学びあい､ 問題を解決し､
















































頼関係】､ 【相互理解】､ 【合意形成】､ 【相
互協力】､ 【共有】の５つの属性が抽出された｡
その裏付けとなる文献は､ 表１に示したとおり




















対等な相互関係 社会学､ 看護学 18)33)
相互尊重
互いに尊敬し認め合う 社会学､ 看護学､ 医 学 18)35)36)37)38)39)40)







お互いに理解し合う 医 学､ 看護学 21)22)23)24)37)48)





十分なコミュニケーション 心理学､ 看護学 ５)35)40)52)53) 54)55)56)










協働関係 心理学､ 看護学 ５)16)28)29)36)47)49)54)57)
共に考え働く 看護学 21)31)42)
協調関係 一 般 58)
連 携
協力関係 社会学､ 経営学､ 看護学 22)23)24)26)28)34)43)59)
連携関係 一 般､ 看護学 49)58)60)61)
支え合い
支え合いながら乗り越える 看護学 33)35)51)62)
互いに寄与し合う関係 社会学､ 看護学 17)35)56)
補完性・互恵性 経営学､ 看護学 26)34)55)
共 有
感情の共有
親密性・優しさ 心理学､ 看護学 27)41)52)
考えと感情の共有 看護学 22)23)24)
愛情・思いやり 社会学､ 看護学 29)40)
意思決定
の共有
知識・情報の共有 医 学､ 看護学 33)37)39)53)

















































































































































































































には､ 【パートナー】､ 【共通課題】が､ 帰結





である｡ その結果､ 自己肯定感やQOLの改善､ 成
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